
 

 

整形外科学教室 2023 年度業績 

講 演 

講演 

1. 大畑徹也：当院における都市型骨粗鬆症リエゾンチーム活動について．FLSon-Line 
Seminar 日赤医療連携会．東京・オンライン．2023 年 4 月 4 日． 

2. 森井健司：骨軟部腫瘍診療の現在‐明日から役立つ実践的知識‐．第 71 回多摩整形
外科医会．三鷹市．2023 年 4 月 8 日． 

3. 高橋雅人：運動系・感覚系モニタリング各論．一般社団法人 日本脊椎脊髄病学会 
第 21 回脊椎脊髄病研修コース（第Ⅳコース：モニタリング脊椎脊髄病研修コース）．
札幌市．2023 年 4 月 15 日． 

4. 竹内拓海：Double endplates penetrating screw(DEPS)法の有用性‐新規 implant 開
発に向けて‐．第 52 回日本脊椎脊髄病学会．札幌市．2023 年 4 月 15 日． 

5. 大畑徹也：重度骨粗鬆症の大腿骨転子部骨折に対する TFNA Cement Augmentation
の使用経験．TEC．オンライン．2023 年 4 月 18 日． 

6. 山岸賢一郎：骨粗鬆症治療の基本と各種診断マーカーについて．女性のライフステー
ジと QOL を考える会．オンライン．2023 年 4 月 19 日． 

7. 稲田成作：実臨床での骨粗鬆症診療と最新知見について．骨粗鬆症臨床セミナー（ア
ステラス製薬株式会社社内研修会）．立川市．2023 年 5 月 18 日． 

8. 竹内拓海：骨粗鬆症性椎体骨折に対する Double endplastes penetrating 
screw(DEPS)法の応用−有限要素法を用いた固定⼒の検証−．地域で見る整形外科疾
患セミナーin TAMA．オンライン．2023 年 5 月 24 日． 

9. 稲田成作：当院における大腿骨近位部骨折診療および二次性骨折予防の現状．山梨



 

 

骨・関節セミナー．山梨市．2023 年 5 月 25 日． 

10. 細金直文：骨粗鬆症性椎体骨折の診断と治療．名古屋整形外科セミナー．名古屋市．
2023 年 5 月 26 日． 

11. 細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．第 44 回⻘森県脊椎脊髄病研究会．弘前市．
2023 年 5 月 27 日． 

12. 細金直文：神経障害性疼痛をきたす腰椎疾患について．高齢者 Total Care Seminar．
武蔵野市．2023 年 6 月 1 日． 

13. 竹内拓海：脊椎疾患の診断と治療‐PTH の有用性‐．旭化成ファーマ社内研修会．三
鷹市．2023 年 6 月 8 日． 

14. 細金直文：Opening Remarks．Meet the Specialist．立川市．2023 年 6 月 13 日． 

15. 細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．Sanin Orthopedics Seminar〜山陰整形外科講
演会〜．松江市．2023 年 6 月 15 日． 

16. 竹内拓海：脊椎疾患治療最前線〜骨粗鬆症の薬物療法も含めて〜．NEXT meeting for 
orthopedic surgeon．東京．2023 年 6 月 21 日． 

17. 山岸賢一郎：（ハンズオンセミナー）CPC 椎体形成術の使い分けと応用．第 13 回最小
侵襲脊椎治療学会．仙台市．2023 年 6 月 23 日． 

18. 森井健司，山本謙吾，稲葉裕，松下和彦，立岩俊之，正岡利紀，山田浩司，岡敬之，
篠崎智大，市村正一：骨関節手術部位感染の要因に関する疫学調査(J-DOS)‐現状と
展望‐．第 46 回日本骨・関節感染症学会．津市．2023 年 6 月 24 日． 

19. 細金直文：脊柱変形の治療戦略．三鷹市整形外科医会講演会．三鷹市．2023 年 6 月
28 日． 

20. 山岸賢一郎：骨粗鬆症治療薬どう選ぶ？〜骨折連鎖を防ぐための骨形成促進剤と骨吸
収抑制剤の選択と使用⽅法〜．骨粗鬆症診療ミーティング in 茨城．⽔⼾市．2023 年
6 月 29 日． 

21. 川野洋介，古川満：骨粗鬆症性椎体骨折に対する Fenestrated Screw を使用した固定



 

 

術の少経験．第 49 回日本骨折治療学会．静岡市．2023 年 7 月 1 日． 

22. ⻑⾕川雅一：腰椎分離症に対する経⽪的分離部固定術の治療経験．第 13 回杏スポー
ツ整形外科セミナー．オンライン．2023 年 7 月 5 日． 

23. 山岸賢一郎：CPC 椎体形成術の中期成績と応用．2023 椎体形成術を語る会 in 東
京．東京． 2023 年 7 月 8 日． 

24. 森井健司：骨・軟部腫瘍手術の周術期感染対策．第 56 回日本整形外科学会骨・軟部
腫瘍学術集会．東京．2023 年 7 月 13 日． 

25. 大畑徹也：みんなが主役！都市型骨粗鬆症リエゾンの取組みについて．ランチタイム
WEB セミナー．東京・オンライン．2023 年 7 月 13 日． 

26. 山岸賢一郎：多摩地区における骨粗鬆症診療の状況．骨粗鬆症〜多職種で支えるチー
ム医療〜．オンライン．2023 年 7 月 18 日． 

27. 高橋雅人：ハイリスク脊椎・脊髄手術に対する脊髄モニタリングと神経障害性疼痛治
療．整形外科 Web セミナー．オンライン．2023 年 7 月 26 日． 

28. 山岸賢一郎：骨折予防のための骨粗鬆症リエゾンサービスの取り組み〜多職種病診連
携で取り組む骨折低減〜．第 15 回多摩整形外科病診連携の会．調布市．2023 年 7 月
26 日． 

29. 竹内拓海：教室における最近のトピックスと各班の紹介．第 15 回多摩整形外科病診
連携の会．調布市．2023 年 7 月 26 日． 

30. 坂倉健吾：教室における最近のトピックスと各班の紹介．第 15 回多摩整形外科病診
連携の会．調布市．2023 年 7 月 26 日． 

31. 大畑徹也：都市型骨粗鬆症リエゾンの今後の課題と展望．持田製薬株式会社社内講演
会．東京．2023 年 7 月 27 日． 

32. 山岸賢一郎：骨粗鬆症性骨折の連鎖を断ち切る取り組み．二次骨折予防を考える会．
オンライン．2023 年 8 月 3 日． 

33. 細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．第 25 回大阪せぼね勉強会．大阪市．2023 年 7



 

 

月 29 日． 

34. 高橋雅人：脊柱変形症．旭化成ファーマ社内教育講演会．武蔵野市．2023 年 8 月 4
日． 

35. 大畑徹也：都市型骨粗鬆症リエゾンの今後の課題と展望．第一三共株式会社社内講演
会．東京．2023 年 8 月 8 日． 

36. 大畑徹也：多種職で行う都市型骨粗鬆症リエゾンの取り組みについて．OLS について
考える会．三鷹市・オンライン．2023 年 8 月 23 日． 

37. 山岸賢一郎：OVF の治療．日本 MDM 社内勉強会．オンライン．2023 年 8 月 24
日． 

38. 細金直文：神経障害性疼痛をきたす腰椎疾患について．地域の整形外科疾患の最適な
治療を考える．前橋市．2023 年 8 月 30 日． 

39. 大畑徹也：多種職で行う骨粗鬆症リエゾンの重要性とチームの作り⽅．指宿骨粗鬆症
WEB カンファレンス．指宿市・オンライン．2023 年 9 月 5 日． 

40. 小⻄一⻫：神経障害性疼痛を呈する脊椎疾患の診断と治療．第一三共社内教育講演
会．府中市．2023 年 9 月 6 日． 

41. 大畑徹也：かかりつけ医と都市型骨粗鬆症リエゾンで取り組む骨粗鬆症治療の重要性
と課題．かかりつけ医の診る骨粗鬆症 Web セミナー．東京・オンライン．2023 年 9
月 14 日． 

42. 星亨：大腿骨近位部骨折における緊急手術加算と二次骨折予防継続管理料〜何人の仲
間と連携を組み、どんな準備が必要か〜．TAISHO Web Seminar : Prevention of 
Osteoporosis〜コツコツ骨折予防．立川市．2023 年 9 月 26 日． 

43. 細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．第 65 回獨整会公開学術講演会．宇都宮市．
2023 年 9 月 27 日． 

44. 竹内拓海：骨粗鬆症に関連する外科的治療と薬物治療について．甲斐の国整形外科
Update Seminar．甲府市．2023 年 10 月 12 日． 



 

 

45. 山岸賢一郎：骨粗しょう症について〜骨を丈夫に、元気に⻑⽣きしよう〜．東大和健
康づくり講演会．東大和市．2023 年 10 月 19 日． 

46. 大畑徹也：多種職で行う骨粗鬆症リエゾンの重要性とチームビルディングの⽅法．
Yuuai OLS Start Up Meeting．那覇市．2023 年 10 月 20 日． 

47. 森井健司：骨軟部腫瘍の周術期感染対策 Tips and Tricks．⻄新宿整形外科研究会オー
タムセミナー2023．東京．2023 年 11 月 4 日． 

48. 森井健司：骨軟部腫瘍症例探訪‐患者さんとともに、患者さんのために‐．第 13 回
名古屋運動器腫瘍セミナー．名古屋市．2023 年 11 月 11 日． 

49. 竹内拓海：腰椎椎間板ヘルニアの診断と治療‐ヘルニコアの使用経験‐．科研製薬社
内研修会．三鷹市．2023 年 11 月 16 日． 

50. 佐々木茂：膝後⽅組織に対する関節鏡視下手術‐PCL 付着部裂離骨折，Baker 嚢腫に
対して関節鏡視下手術で対応する‐．第 2 回甲信膝関節セミナー．甲府市．2023 年
11 月 25 日． 

51. 市村正一：ロコモティブシンドローム予防講座．東老連健康教室事業第四ブロック．
東京．2023 年 12 月 6 日． 

52. 大畑徹也：多種職で行う都市型骨粗鬆症リエゾンの重要性と継続する骨粗鬆症治療の
戦略．副都心骨粗鬆症セミナー．東京．2023 年 12 月 11 日． 

53. 弘實透：転移性骨腫瘍とがんによる神経障害性疼痛の治療．アルフレッサ多摩第一支
店整形外科疾患研修会．府中市．2023 年 12 月 13 日． 

54. 佐々木茂：肩関節疾患の関節鏡視下手術の実際‐肩腱板断裂を見逃さない診察手技と
MR 読影のポイント‐．山梨臨床整形外科医会．甲府市．2023 年 12 月 14 日． 

55. 細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．第 66 回みえ脊椎を語る会．津市．2023 年 12
月 14 日． 

56. 小⻄一⻫：神経障害性疼痛を呈する腰椎変性疾患の診断と治療．三鷹市薬剤師教育講
演会．武蔵野市．2023 年 12 月 20 日． 



 

 

57. 竹内拓海：昨今の低侵襲脊椎手術‐杏林オリジナルの DEPS 法‐．整形外科疾患セミ
ナー．東京．2024 年 1 月 17 日． 

58. 山岸賢一郎：当院における骨粗鬆症リエゾンサービスの取り組み．多摩骨粗鬆症地域
連携講演会．立川市．2024 年 2 月 6 日． 

59. 星亨：大腿骨近位部骨折における二次性骨折予防継続管理料を取るためのあれこれ．
多摩骨粗鬆症地域連携講演会．立川市．2024 年 2 月 6 日． 

60. 稲田成作：骨形成促進薬の基礎と臨床．骨粗鬆症治療 Up to Date in 多摩．三鷹市．
2024 年 2 月 7 日． 

61. 山岸賢一郎：整形外科医に聞く、骨粗鬆症における画像解析の必要性〜DXA 法、CT
画像再構成〜．東京都診療放射線技師会第 12 地区研修会．オンライン．2024 年 2 月
8 日． 

62. 市村正一：ロコモティブシンドローム予防講座．国分寺市健康教室．国分寺市．2024
年 2 月 15 日． 

63. 星亨：多摩地区における地域連携を踏まえて…東大和病院の強み‐骨折関連感染症・
足壊疽・大腿骨近位部骨折と二次骨折予防‐．第 11 回多摩地域の整形外科疾患を考
える会．三鷹市．2024 年 2 月 21 日． 

64. 坂倉健吾：当院整形外科学教室における最近のトピックスと各班の診療体制に関し
て．第 11 回多摩地域の整形外科疾患を考える会．三鷹市．2024 年 2 月 21 日． 

65. 竹内拓海：当院整形外科学教室における最近のトピックスと各班の診療体制に関し
て．第 11 回多摩地域の整形外科疾患を考える会．三鷹市．2024 年 2 月 21 日． 

66. 大畑徹也：多種職で行う骨粗鬆症リエゾンの重要性とチームビルディング重要性．つ
なぐ城⻄骨粗鬆症セミナー．オンライン．2024 年 2 月 21 日． 

67. 細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．大分県脊椎外科症例検討会特別講演会．大分
市．2024 年 2 月 22 日． 

68. 竹内拓海：昨今の骨粗鬆症性椎体骨折の治療戦略‐DEPS 法の基礎から応用‐．第 61
回秋田県脊椎脊髄病研究会共催セミナー．秋田市．2024 年 3 月 2 日． 



 

 

69. 星亨：骨粗鬆症と顎骨壊死 2023 ポジションペーパーを踏まえた医科⻭科連携．
Osteoporosis Live Web Seminar in 多摩．オンライン．2024 年 3 月 28 日． 

国際学会 

1. Yagi M, Ames CP, Hosogane N, Smith JS, Shaffrey CI, Schwab FJ, Lafage V, 
Nakamura M, Bess S, Watanabe K, ISSG: Association Between Elevated C-
Reactive Protein and Operative Complication in Adult Spinal Deformity Surgery: An 
International Multicenter Study. 58th Annual Meeting of Scoliosis Research Society. 
Seattle, USA, September 8th, 2023.  

2. Hosogane N: Surgical Result of Adult Spinal Deformity Patients Treated with 
Lateral Interbody Fusion Combined with Posterior Fusion. 12th Annual UCSF 
Techniques in Complex Spine Surgery. USA, November 2nd. 2023. 

国内学会 

1. 有馬秀幸，金村徳相，石井賢，池上章太，今釜史郎，八木満，山田浩司，大鳥精司，
吉井俊貴，上田明希，井上玄，細金直文，中島宏彰，渡邊慶，中川幸洋，相澤俊峰，
藤田順之，藤田卓仙，新村千江，種市洋，筑田博隆，松山幸弘，中村雅也，波呂浩
孝，日本脊椎脊髄病学会データベース委員会：日本脊椎脊髄病学会レジストリー
(JSSR-DB)の現状と展望．第 52 回日本脊椎脊髄病学会．札幌市．2023 年 4 月 13
日． 

2. 吉井俊貴，細金直文，有馬秀幸，歌川蔵人，石井賢，岩崎幹季，根尾昌志，國府田正
雄，三原久範，渡辺雅彦，種市洋，金村徳相：頸椎人工椎間板手術の合併症調査 日
本脊椎脊髄病学会新技術データベースの検討．第 52 回日本脊椎脊髄病学会．札幌
市．2023 年 4 月 13 日． 

3. 竹内拓海，高見澤悠平，小⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人河野仁，細金直文：有限要素
法を用いた Double endplates penetrating screw(DEPS)法の引き抜き強度の検証．第
52 回日本脊椎脊髄病学会．札幌市．2023 年 4 月 13 日． 

4. 諸井威彦，佐野秀仁，小⻄一⻫，五十嵐一峰，大木紫，市村正一，細金直文：頸髄症
におけるタブレット PC を用いた新たな上肢運動機能評価．第 52 回日本脊椎脊髄病学



 

 

会．札幌市．2023 年 4 月 13 日． 

5. 北村和也，小⻄一⻫，安田明正，三宅敦，山口直毅，梅井敦斗，栗田洋平，今井大
輔，須佐美知郎，竹内拓海，佐野秀仁，高橋雅人，細金直文，千葉一裕：Frailty は初
診時原発不明脊椎転移患者の⽣命予後予測に有用である．第 52 回日本脊椎脊髄病学
会．札幌市．2023 年 4 月 13 日． 

6. 竹内拓海，高見澤悠平，小⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人，河野仁，細金直文：有限要
素法を用いた固定下端椎体に対する従来法と Double endplates penetrating 
screw(DEPS)法の固定⼒の検証．第 52 回日本脊椎脊髄病学会．札幌市．2023 年 4 月
13 日． 

7. 竹内拓海，高見澤悠平，小⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人，中道清広，渡邉泰伸，河野
仁，細金直文：成人脊柱変形手術における Computer-Assisted Rod Bending System
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56. 森井健司，岩田慎太郎，⻄田淳：Pandemic 下の骨・軟部腫瘍医療 Pandemic 下の
骨・軟部腫瘍診療において学んだこと‐未知の脅威への対応‐．第 56 回日本整形外
科学会骨・軟部腫瘍学術集会．東京．2023 年 7 月 13 日． 



 

 

57. 神尾聡，中川瑠美，森智章，浅野尚文，菊田一貴，堀内圭輔，森井健司，穴澤卯圭，
森岡秀夫，中山ロバート：類骨骨腫に対する CT ガイド下掻爬・焼灼術の臨床成績の
検討．第 56 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．東京．2023 年 7 月 13 日． 

58. 内野まり恵，弘實透，中川瑠美，阿部信，平林かおる，井上浩一，山口岳彦，菊田一
貴：コロナ禍における鎖骨遠位部 Ewing 肉腫の治療経験．第 56 回日本整形外科学会
骨・軟部腫瘍学術集会．東京．2023 年 7 月 13 日． 

59. 浅野尚文，小林英介，森井健司，菊田一貴，穴澤卯圭，森岡秀夫，川井章，堀内圭
輔，中山ロバート：骨修飾剤の功罪 手術困難な骨巨細胞腫症例に対するデノスマブ
療法の功罪．第 56 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．東京．2023 年 7 月
14 日． 

60. 田島崇，森井健司，宇高徹，細金直文：テモゾロミド・イリノテカン併用療法が QOL
維持に有効であった進行骨外性 Ewing 肉腫の 1 例．第 56 回日本整形外科学会骨・軟
部腫瘍学術集会．東京．2023 年 7 月 14 日． 

61. 穴澤卯圭，渡部逸央，森井健司，須佐美知郎，菊田一貴，⽔野早希子，堀田拓，⻘山
龍馬，高橋勇一朗，松本將吾，森岡秀夫，中山ロバート：がん治療後に⽣じる「がん
治療関連運動器障害」の検討．第 56 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．東
京．2023 年 7 月 14 日． 

62. 岡田誠治，Boonnate Piyanard, Panaampon Jutatip, 刈⾕龍昇，阿部信，平林かお
る，内野まり恵，中川瑠美，弘實透，菊田一貴：骨・軟部腫瘍の新規診断治療法開発
を目指した患者由来腫瘍移植モデル作成の取り組み‐熊本栃木骨軟部腫瘍研究グルー
プ‐．第 56 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．東京．2023 年 7 月 14 日． 

63. 弘實透，内野まり恵，中川瑠美，吉成裕紀，新島瞳，川原勇太，嶋田明，滝直也，渡
邉英明，吉川一郎，竹下克志，五木田茶舞，柳川天志，菊田一貴：パンデミック下に
おける骨・軟部腫瘍診療‐当院での経験と対策‐．第 56 回日本整形外科学会骨・軟
部腫瘍学術集会．東京．2023 年 7 月 14 日． 

64. 加藤聡一郎，星亨：足関節開放骨折後の骨軟部組織感染例に創外固定術とマゴットセ
ラピーを併用した 1 例．第 36 回日本四肢再建・創外固定学会学術集会．福島市．
2023 年 7 月 15 日． 

65. 野澤隆志，高橋雅人，眞田笑吉，熊井しんたろう，原章仁，鹿野良幸，影山英治，村



 

 

野祐司：ポイントレジストレーションによるナビゲーションガイド下に脊髄腫瘍摘出
術を行った一例．第 33 回日本臨床工学会．広島市．2023 年 7 月 22 日． 

66. 小⻄一⻫，佐野秀仁，諸井威彦，竹内拓海，高橋雅人，細金直文：脊椎インストゥル
メンテーション手術における手術部位感染に関与する因子の検討．第 11 回 JASA．京
都市．2023 年 8 月 5 日． 

67. 細金直文，竹内拓海，小⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人：骨粗鬆症性椎体骨折に対する
椎体置換を用いた前後合併手術．第 30 周年記念 日本脊椎・脊髄神経手術手技学会．
東京．2023 年 9 月 15 日． 

68. 橘安津子，河野仁，赤池侑樹，高見澤悠平，中道清広，渡邉泰伸，片岡嗣和，竹内拓
海，細金直文：肋骨フックは成人脊柱変形手術における近位隣接椎間障害予防に有効
か？‐有限要素法を用いた検証‐．第 30 周年記念 日本脊椎・脊髄神経手術手技学
会．東京．2023 年 9 月 15 日． 

69. 鵜狩育⺒，辻将明，額賀唯至，高橋雅人，小林裕明：腰椎後縦靭帯骨化症により両下
肢筋⼒低下を認めた一例．第 72 回東日本整形災害外科学会．旭川市．2023 年 9 月
22 日． 

70. 稲永紗季，大前洋明，田邉浩規，面高拓矢，⽣越敦子，柳澤真也，萩原敬一，清⽔雅
樹，木村雅史：膝蓋骨脱臼に大腿骨外顆荷重部の骨軟骨剥離骨折を合併した 1 例．第
72 回東日本整形災害外科学会．旭川市．2023 年 9 月 22 日． 

71. 稲田成作，阿部幹，渡邉知宏，⻄野雅人，道廣岳，大畑徹也，細金直文：不安定型骨
盤輪骨折において L3 および L4 腰椎横突起骨折の存在は腹部外傷の合併を示唆する．
第 72 回東日本整形災害外科学会．旭川市．2023 年 9 月 22 日． 

72. 大畑徹也，丸野秀人，市村正一，床次英美，中条賀央，鈴木祐基，佐々木裕子，神⾕
咲絵：当院の都市型骨粗鬆症リエゾンチームにおける管理料取得の現状と問題点．第
72 回東日本整形災害外科学会．旭川市．2023 年 9 月 22 日． 

73. 田島崇，森井健司，弘實透，細金直文：当院における骨転移診療支援チームによる骨
転移症例への介入実態調査．第 72 回東日本整形災害外科学会．旭川市．2023 年 9 月
22 日． 

74. 竹内拓海，諸井威彦，小⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人，高見澤悠平，河野仁，細金直



 

 

文：有限要素法を用いた骨粗鬆症患者モデルに対する Single or Double endplate 
penetrating screw(SEPS/DEPS)法の固定強度の検証．第 72 回東日本整形災害外科学
会．旭川市．2023 年 9 月 23 日． 

75. 星亨，工藤文孝，山岸賢一郎，川野洋介：糖尿病性足病変におけるマゴット療法
(MT) ．第 72 回東日本整形災害外科学会．旭川市．2023 年 9 月 23 日． 

76. 大畑徹也，中条賀央，佐々木裕子，松原誠，丸野秀人，市村正一：当院都市型骨粗鬆
症リエゾンチームにおけるデノスマブ治療成績〜継続群と脱落群の比較検討〜．第 25
回日本骨粗鬆症学会．名古屋市．2023 年 9 月 29 日． 

77. 山岸賢一郎，佐藤綾子：年 1 回ゾレドロン酸点滴静注製剤の 6 年間の使用経験．第
25 回日本骨粗鬆症学会．名古屋市．2023 年 9 月 29 日． 

78. 稲田成作，阿部幹，大畑徹也，丸野秀人，山岸賢一郎，星亨，細金直文：大動脈弓石
灰化の程度は重症骨粗鬆症と関連している．第 25 回日本骨粗鬆症学会．名古屋市．
2023 年 9 月 30 日． 

79. ⻄野雅人，井上功三朗：大腿骨近位部骨折患者に対するロモソズマブの治療成績．第
25 回日本骨粗鬆症学会．名古屋市．2023 年 9 月 30 日． 

80. 稲永紗季，⻑⾕川雅一，小菅みず穂，市村正一，森井健司，細金直文：ロコモーショ
ントレーニングの継続には何が必要か．第 25 回日本骨粗鬆症学会．名古屋市．2023
年 9 月 30 日． 

81. 山岸賢一郎：椎体圧壊が進んだ骨粗鬆症性椎体骨折に対して、経椎弓根的にリン酸カ
ルシウムペーストを用いた椎体間固定術の有用性．第 25 回日本骨粗鬆症学会．名古
屋市．2023 年 9 月 30 日． 

82. 藤井肇，坂倉健吾，佐々木茂，細金直文：腱板修復術後再断裂症例の術後成績に関わ
る術前因子の検討．第 50 回日本肩関節学会学術集会．東京．2023 年 10 月 14 日． 

83. 稲永紗季，⻑⾕川雅一，小菅みず穂，市村正一，森井健司，細金直文：ロコモーショ
ントレーニングの継続には何が必要か．第 38 回日本整形外科学会基礎学術集会．つ
くば市．2023 年 10 月 20 日． 

84. 宇髙徹，田島崇，森井健司，小菅みず穂，大塚弘毅，細金直文：肺腺癌骨転移に対す



 

 

る凍結療法および凍結化学療法の検討．第 38 回日本整形外科学会基礎学術集会．つ
くば市．2023 年 10 月 20 日． 

85. 工藤文孝：当院におけるハンドセラピイの現状と問題点．第 14 回中伊豆ハンドセラ
ピィ研究会．静岡市．2023 年 10 月 21 日． 

86. 有馬秀幸，大和雄，柴田陽介，大場悠己，高橋淳，渡辺慶，菅原亮，竹下克志，大村
威夫，Leah Carreon，新井康久，細金直文：特発性側弯症患者を対象とした
Scoliosis Research Society-30 質問票日本語版の検証．第 57 回日本側彎症学会学術
集会．大阪市．2023 年 11 月 10 日． 

87. 有馬秀幸，大和雄，大場悠己，高橋淳，渡辺慶，菅原亮，竹下克志，新井康久，細金
直文：成人脊柱変形患者を対象とした Scoliosis Research Society-30 質問票日本語版
の検証．第 57 回日本側彎症学会学術集会．大阪市．2023 年 11 月 10 日． 

88. 菅原亮，出村諭，小⾕俊明，朝田智之，松村昭，渡邊慶，高橋真治，大和雄，有馬秀
幸，竹内拓海，土肥透，関庄二，大場悠己，細金直文：思春期特発性側弯症に対する
装具治療の心理・QOL 評価‐preliminary report．第 57 回日本側彎症学会学術集会．
大阪市．2023 年 11 月 10 日． 

89. 野島美希，工藤文孝，高山拓人：骨粗鬆症もしくは骨減少症と診断された橈骨遠位端
骨折例の転倒リスクとその特徴．第 57 回日本作業療法学会．宜野湾市．2023 年 11
月 10 日． 

90. 竹内拓海，細金直文：成人脊柱変形に対する矯正術後の初回歩行開始時期に関する因
子の検討．第 57 回日本側彎症学会学術集会．大阪市．2023 年 11 月 11 日． 

91. 山岸賢一郎：椎体圧壊が進んだ骨粗鬆症性椎体骨折に対して、経椎弓根的にリン酸カ
ルシウムペーストを用いた椎体・椎体間充填した前⽅支柱再建の有用性．第 26 回日
本低侵襲脊椎外科学会学術集会．福岡市．2023 年 11 月 17 日． 

92. 山口大貴，佐藤行紀，渡邊隼人，森井健司，細金直文：膝蓋大腿関節滑車部離断性骨
軟骨炎に対し保存加療で良好なリモデリングが得られた 2 症例．第 52 回杏林医学会
総会．三鷹市．2023 年 11 月 18 日． 

93. 中川種友，弘實透，田島崇，柴原純二，森井健司，細金直文：局所治療前の化学療法
で画像上完全寛解した左手骨外性 Ewing 肉腫の 1 例．第 52 回杏林医学会総会．三鷹



 

 

市．2023 年 11 月 18 日． 

94. 森洋胤，藤井肇，坂倉健吾，細金直文：ベンチプレス中に受傷した大胸筋断裂の 1
例．第 52 回杏林医学会総会．三鷹市．2023 年 11 月 18 日． 

95. 井上玄，村上栄一，⿊澤大輔，小⾕善久，二階堂琢也，若尾典充，細金直文，金村徳
相，波呂浩孝：今後導入される仙腸関節低侵襲固定デバイスに関する JSSR 適正使用
基準の概要．第 32 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会．米子市．2023 年 11
月 24 日． 

96. 小⻄一⻫，佐野秀仁，諸井威彦，竹内拓海，高橋雅人，細金直文：癌予後予測因子で
ある栄養・免疫・炎症マーカーは脊椎インストゥルメンテーション手術における手術
部位感染の予測に有用か？．第 32 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会．米
子市．2023 年 11 月 24 日． 

97. 橘安津子，河野仁，赤池侑樹，高見澤悠平，中道清広，渡邉泰伸，片岡嗣和，宮本
梓，竹内拓海，細金直文：成人脊柱変形手術後の PJK 予防の工夫‐有限要素法を用い
た肋骨フックの有用性の検証‐．第 32 回日本脊椎インストゥルメンテーション学
会．米子市．2023 年 11 月 24 日． 

98. 竹内拓海，諸井威彦，小⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人，高見澤悠平，河野仁，細金直
文：有限要素法を用いた骨粗鬆症患者モデルに対する Single or Double endplate 

99. penetrating screw（SEPS/DEPS）法の固定強度の検証．第 32 回日本脊椎インスト
ゥルメンテーション学会．米子市．2023 年 11 月 25 日． 

100. 川野洋介，渡邉泰伸，諸井威彦，小⻄一⻫，竹内拓海，佐野秀仁，高橋雅人，河野
仁，⻑⾕川雅一，⾕⼾祥之，細金直文：除圧術追加による腰椎後⽅椎体間固定術
(PLIF)後の上位隣接椎間障害への影響‐傾向スコアマッチング法を用いた検討‐．第
32 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会．米子市．2023 年 11 月 25 日． 

101. 高橋雅人，滝徳宗，里見和彦，市村正一，小川潤，細金直文：経頭蓋刺激運動誘発電
位に関する基礎的研究‐電位の起源と賦活化される経路‐．第 53 回日本臨床神経⽣
理学会学術大会．福岡市．2023 年 12 月 1 日． 

102. ⻑⾕川雅一，佐藤俊輔，田島祐基，⻑⾕川淳，細金直文：腰椎分離症進行期に対する
低侵襲分離部固定術．第 31 回日本腰痛学会．徳島市．2023 年 12 月 1 日． 



 

 

103. 佐野秀仁，小⻄一⻫，相原大和，佐藤俊輔，⻑⾕川淳，五十嵐一峰，⻘柳貴之，⻑⾕
川雅一，山岸賢一郎，竹内拓海，高橋雅人，細金直文：腰椎椎間板ヘルニアに対する
コンドリアーゼ注入療法の治療成績良好因子の検討．第 31 回日本腰痛学会．徳島
市．2023 年 12 月 2 日． 

104. 井上玄，村上栄一，⿊澤大輔，小⾕善久，二階堂琢也，若尾典充，細金直文，金村徳
相，波呂浩孝：JSSR 仙腸関節固定デバイス適正使用基準からみた仙腸関節障害の診
断・治療．第 31 回日本腰痛学会．徳島市．2023 年 12 月 2 日． 

105. 山岸賢一郎，川野洋介：骨粗鬆症性椎体骨折に対して、経椎弓根的にリン酸カルシウ
ムペーストを椎体・椎体間充填した前⽅支柱再建の有用性．第 31 回日本腰痛学会．
徳島市．2023 年 12 月 2 日． 

106. 小⻄一⻫，竹内拓海，諸井威彦，佐野秀仁，高橋雅人，細金直文：腰椎分離症経過観
察中に発⽣した稀な小児原発性脊椎腫瘍の一例．第 46 回多摩脊椎・脊髄カンファレ
ンス．東京．2023 年 12 月 7 日． 

107. 渡邊隼人，佐藤行紀，細金直文：内側開大式脛骨粗面下骨切り術と内側開大式高位脛
骨骨切り術における膝蓋大腿関節の検討．第 1 回日本膝関節学会．横浜市．2023 年
12 月 8 日． 

108. 鈴木啓司，小⾕明弘，稲永紗季，道廣岳，佐藤俊輔，⻑⾕川雅一，渡邊隼人，佐藤行
紀，細金直文：内側半月板損傷を伴う変形性膝関節症に対する HTO の短期成績．第 1
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日． 

4. 森井健司：優秀演題賞．第 7 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会．名古屋市．
2024 年 2 月 9-10 日． 
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